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衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
社
会
保
険
庁
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

国
民
年
金
又
は
厚
生
年
金
保
険
の
受
給
権
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
は
、
国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一

号
）
第
百
五
条
第
四
項
又
は
厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）
第
九
十
八
条
第
四
項
に
基
づ
い
て
、

戸
籍
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
二
十
四
号
）
の
規
定
に
よ
る
死
亡
の
届
出
義
務
者
は
、
そ
の
旨
を
社
会
保
険
庁
長
官

に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

当
該
届
出
が
行
わ
れ
た
者
に
関
し
て
は
、
速
や
か
に
年
金
の
失
権
処
理
を
行
っ
て
い
る
が
、
仮
に
届
出
が
遅
れ
た
場
合
に

は
、
年
金
の
過
払
い
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
る
。
年
金
の
過
払
い
に
つ
い
て
は
返
還
を
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
お

尋
ね
の
届
出
が
遅
れ
た
た
め
に
年
金
の
過
払
い
が
発
生
し
た
件
数
等
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
新
た
に
調
査
す
る
こ
と
は
、
作
業

が
膨
大
な
も
の
と
な
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

な
お
、
社
会
保
険
庁
に
お
い
て
は
、
死
亡
の
届
出
が
遅
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
毎
年
個
々
の
年
金
受
給
者
に
対
し
て
、
各

種
届
出
に
関
す
る
案
内
等
を
掲
載
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
送
付
す
る
な
ど
、
当
該
届
出
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
周
知
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一



二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
処
分
に
係
る
調
査
は
、
社
会
保
険
庁
の
職
員
が
業
務
目
的
以
外
の
目
的
に
よ
り
個
人
情
報
の
閲
覧
を
行
う
行
為

自
体
の
問
題
性
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
に
実
施
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
調
査
の
対
象
と
な
っ
た

個
人
の
氏
名
は
個
人
に
関
す
る
情
報
で
あ
る
た
め
、
お
尋
ね
の
誰
の
個
人
情
報
を
閲
覧
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
お
答
え
す

る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

業
務
目
的
以
外
の
目
的
に
よ
る
閲
覧
行
為
の
再
発
防
止
策
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
を
閲
覧
す
る
た
め
の
端
末
機
器
の
操

作
に
必
要
な
カ
ー
ド
に
つ
い
て
課
等
単
位
で
の
共
用
を
改
め
、
職
員
ご
と
の
カ
ー
ド
の
仕
組
み
に
変
更
し
、
管
理
責
任
を
明

確
化
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
更
に
、
カ
ー
ド
の
機
能
を
制
限
す
る
こ
と
、
地
方
社
会
保
険
事
務
局
及
び
社
会
保
険
事
務

所
（
地
方
社
会
保
険
事
務
局
事
務
所
を
含
む
。
以
下
「
社
会
保
険
事
務
所
等
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
業
務
目
的
以
外
の
目

的
に
よ
る
閲
覧
行
為
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
、
同
庁
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
業
務
目
的
以
外
の
目
的
に
よ
る
閲

覧
行
為
と
疑
わ
れ
る
個
人
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
定
期
的
に
調
査
す
る
こ
と
等
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
個
人
情
報
の
保

護
の
徹
底
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

二



社
会
保
険
庁
が
過
去
一
年
間
に
お
い
て
締
結
し
た
随
意
契
約
に
係
る
お
尋
ね
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
新
た
に
調
査

す
る
こ
と
は
、
作
業
が
膨
大
な
も
の
と
な
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
同
庁
の
内
部
部
局
が
平
成

十
五
年
度
に
締
結
し
た
随
意
契
約
（
単
価
に
つ
い
て
契
約
を
締
結
し
た
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
契
約
金
額
が
一
億
円
以

上
の
も
の
の
お
尋
ね
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
別
表
第
一
の
と
お
り
で
あ
る
。

同
表
に
示
し
た
契
約
に
つ
い
て
は
、
競
争
に
付
す
る
こ
と
が
適
当
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
会
計
法
（
昭
和
二
十

二
年
法
律
第
三
十
五
号
）
第
二
十
九
条
の
三
第
四
項
等
の
規
定
に
基
づ
き
随
意
契
約
を
締
結
し
て
お
り
、
ま
た
、
契
約
金
額

は
、
取
引
の
実
例
価
格
等
に
基
づ
き
定
め
た
予
定
価
格
の
範
囲
内
の
価
格
で
あ
り
、
問
題
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

社
会
保
険
庁
が
過
去
一
年
間
に
お
い
て
締
結
し
た
契
約
で
あ
っ
て
入
札
の
方
法
に
よ
り
相
手
方
を
決
定
し
た
も
の
の
う
ち
、

入
札
参
加
者
が
一
社
で
、
当
該
参
加
者
が
落
札
し
、
契
約
相
手
と
な
っ
た
契
約
に
係
る
お
尋
ね
の
事
項
に
つ
い
て
、
そ
れ
を

新
た
に
調
査
す
る
こ
と
は
、
作
業
が
膨
大
な
も
の
と
な
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
同
庁
の
内
部

部
局
が
入
札
の
方
法
に
よ
り
相
手
方
を
決
定
し
平
成
十
五
年
度
に
締
結
し
た
契
約
の
う
ち
、
入
札
参
加
者
が
一
社
で
、
当
該

参
加
者
が
落
札
し
、
契
約
相
手
と
な
っ
た
も
の
の
お
尋
ね
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
別
表
第
二
の
と
お
り
で
あ
る
。

三



同
表
に
示
し
た
契
約
に
つ
い
て
、
入
札
参
加
者
が
一
社
で
あ
っ
た
理
由
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
入
札
仕
様
書
に
問
題
は

な
か
っ
た
と
考
え
て
お
り
、
契
約
金
額
に
つ
い
て
も
、
取
引
の
実
例
価
格
等
に
基
づ
き
定
め
た
予
定
価
格
の
範
囲
内
の
価
格

で
あ
り
、
問
題
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

老
齢
基
礎
年
金
及
び
老
齢
厚
生
年
金
が
支
給
さ
れ
る
た
め
に
は
、
保
険
料
納
付
済
期
間
と
国
民
年
金
の
保
険
料
の
納
付
の

免
除
の
適
用
を
受
け
た
期
間
（
以
下
「
保
険
料
免
除
期
間
」
と
い
う
。
）
と
を
合
算
し
て
二
十
五
年
以
上
で
あ
る
こ
と
（
以

下
「
支
給
要
件
」
と
い
う
。
）
が
必
要
で
あ
る
が
、
支
給
要
件
の
期
間
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、
保
険
料
納
付
済
期
間
及
び

保
険
料
免
除
期
間
の
ほ
か
、
国
民
年
金
法
附
則
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
合
算
対
象
期
間
並
び
に
国
民
年
金
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
三
十
四
号
。
以
下
「
六
十
年
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
八
条
第
四
項
及
び
第

五
項
の
規
定
に
よ
り
合
算
対
象
期
間
に
算
入
さ
れ
た
期
間
（
日
本
国
民
で
あ
っ
て
海
外
に
居
住
し
て
い
た
期
間
や
、
昭
和
六

十
一
年
四
月
前
の
期
間
で
あ
っ
て
六
十
年
改
正
法
に
よ
る
改
正
前
の
国
民
年
金
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
被
用
者
年
金

各
法
の
被
保
険
者
の
配
偶
者
で
あ
っ
た
期
間
等
が
該
当
す
る
。
以
下
「
合
算
期
間
」
と
い
う
。
）
も
含
ま
れ
る
。

社
会
保
険
庁
に
お
い
て
は
、
国
民
年
金
及
び
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
に
係
る
保
険
料
納
付
済
期
間
及
び
保
険
料
免
除

四



期
間
の
記
録
を
管
理
し
て
い
る
が
、
合
算
期
間
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
た
め
、
例
え
ば
昭
和
六
十
一
年
四
月
前
の
六

十
年
改
正
法
に
よ
る
改
正
前
の
国
民
年
金
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
被
用
者
年
金
各
法
の
被
保
険
者
の
配
偶
者
で
あ
っ

た
期
間
は
、
裁
定
請
求
時
に
お
い
て
、
戸
籍
の
抄
本
等
に
よ
り
婚
姻
期
間
を
確
認
し
た
上
で
年
金
の
裁
定
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
保
険
料
納
付
済
期
間
に
つ
い
て
は
、
国
民
年
金
法
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
共
済
組
合
の
組
合
員
又
は
加
入
者

（
以
下
「
共
済
組
合
の
組
合
員
」
と
い
う
。
）
の
期
間
も
含
ま
れ
る
が
、
共
済
組
合
の
組
合
員
の
期
間
に
つ
い
て
も
、
そ
の

一
部
の
期
間
（
平
成
九
年
一
月
に
基
礎
年
金
番
号
を
導
入
し
た
際
に
現
に
共
済
組
合
の
組
合
員
で
あ
っ
た
者
及
び
そ
の
後
に

共
済
組
合
の
組
合
員
と
な
っ
た
者
の
共
済
組
合
の
組
合
員
の
期
間
）
に
つ
い
て
各
共
済
組
合
か
ら
情
報
の
提
供
を
受
け
て
い

る
も
の
の
、
そ
れ
以
外
の
期
間
に
つ
い
て
の
情
報
の
提
供
は
受
け
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
共
済
組
合
が
記
録
を
管
理
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
国
民
年
金
及
び
厚
生
年
金
保
険
の
年
金
の
裁
定
請
求
時
に
お
い
て
、
請
求
者
が
共
済
組
合
の
組
合
員
の
期

間
を
有
し
て
い
る
場
合
は
、
個
々
に
各
共
済
組
合
に
共
済
組
合
の
組
合
員
の
期
間
を
確
認
し
た
上
で
年
金
の
裁
定
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
い
ま
だ
年
金
の
裁
定
請
求
を
行
っ
て
い
な
い
者
が
支
給
要
件
を
満
た
す
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
裁
定
請
求

五



時
等
に
お
い
て
個
々
に
確
認
が
必
要
と
な
る
た
め
、お
尋
ね
の
件
数
及
び
金
額
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

社
会
保
険
庁
に
お
い
て
は
、個
々
の
被
保
険
者
等
に
対
し
て
年
金
の
裁
定
請
求
を
直
接
促
す
通
知
等
は
出
し
て
い
な
い
が
、

社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
裁
定
請
求
に
関
す
る
案
内
等
を
掲
載
す
る
な
ど
、
周
知
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
年
金
を
受
け
る
権
利
に
つ
い
て
は
、
国
民
年
金
法
第
十
六
条
及
び
厚
生
年
金
保
険
法
第
三
十
三
条
に
お
い
て
、
「
そ
の

権
利
を
有
す
る
者
の
請
求
に
基
づ
い
て
、
社
会
保
険
庁
長
官
が
裁
定
す
る
。
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

不
手
際
が
あ
る
と
は
考
え
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
の
対
応
に
問
題
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
年
金
給
付
を
受
け
る
基
本
的
権
利
は
、
国
民
年
金
法
第
百
二
条
第
一
項
及
び
厚
生
年
金
保
険
法
第
九
十
二
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
、
五
年
を
経
過
し
た
と
き
に
、
時
効
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
や
む
を
得
な
い
理
由

が
あ
る
場
合
は
、
時
効
を
援
用
し
な
い
取
扱
い
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
方
、
具
体
的
金
銭
債
権
で
あ
る
毎
支
払
期

月
ご
と
に
支
払
わ
れ
る
年
金
給
付
の
請
求
権
の
時
効
に
つ
い
て
は
、
国
民
年
金
法
及
び
厚
生
年
金
保
険
法
に
は
特
段
の
定
め

が
な
い
こ
と
か
ら
、
会
計
法
第
三
十
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
、
五
年
を
経
過
し
た
と
き
に
、
時
効
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
こ
と

と
な
る
。

六
に
つ
い
て

六



年
金
等
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
（
平
成
十
六
年
六
月
二
十
九
日
内
閣
衆
質
一
五
九
第
一
四
三
号
）
別
表
第
十

二
で
述
べ
た
年
金
の
福
祉
施
設
の
職
員
用
宿
舎
に
入
居
し
て
い
た
社
会
保
険
庁
職
員
に
つ
い
て
は
、
全
員
既
に
退
居
し
て
お

り
、
そ
の
他
の
公
益
法
人
の
職
員
用
宿
舎
に
同
庁
職
員
が
入
居
し
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
お
ら
ず
、
新
た
に

調
査
す
る
こ
と
は
作
業
が
膨
大
な
も
の
と
な
る
こ
と
か
ら
、
同
庁
職
員
が
公
益
法
人
の
宿
舎
に
入
居
し
て
い
る
ケ
ー
ス
の
お

尋
ね
の
公
益
法
人
名
、
宿
舎
の
建
設
財
源
、
入
居
依
頼
者
等
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

ま
た
、
一
般
に
同
庁
職
員
が
公
益
法
人
の
宿
舎
に
入
居
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
望
ま
し
い
こ
と
と
は
考
え
て
お
ら
ず
、
法

令
に
違
反
す
る
か
ど
う
か
は
、
個
別
具
体
的
な
事
例
に
即
し
て
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

七
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
社
会
保
険
庁
が
年
金
掛
け
金
財
源
で
購
入
し
た
公
用
車
を
、
職
員
や
そ
の
家
族
の
自
家
用
車
に
し
て
い
る
ケ

ー
ス
」
と
は
、
国
民
年
金
保
険
料
及
び
厚
生
年
金
保
険
料
（
以
下
「
年
金
保
険
料
」
と
い
う
。
）
を
財
源
に
購
入
し
た
公
用

車
を
更
新
し
た
際
の
下
取
り
車
を
、職
員
や
そ
の
家
族
が
自
家
用
車
と
し
て
使
用
し
て
い
る
事
例
を
指
す
も
の
と
考
え
る
が
、

社
会
保
険
庁
が
保
有
す
る
公
用
車
を
更
新
す
る
際
に
は
、
国
の
所
有
に
属
す
る
自
動
車
等
の
交
換
に
関
す
る
法
律
施
行
令

（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三
百
五
十
七
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
購
入
先
の
自
動
車
販
売
会
社
に
下
取
り
車
と
し
て
引
き
渡
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す
こ
と
と
し
て
い
る
。
当
該
自
動
車
販
売
会
社
が
当
該
下
取
り
車
を
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
誰
に
い
か
な
る
価
格
で
販
売
す
る

か
に
つ
い
て
は
、
自
動
車
販
売
会
社
と
顧
客
と
の
商
取
引
の
結
果
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
般
に
政
府
が
そ
の
よ
う
な
事
実
を

把
握
す
べ
き
立
場
に
な
い
が
、
同
庁
が
、
現
時
点
で
把
握
し
て
い
る
下
取
り
車
を
購
入
し
た
職
員
の
部
署
・
役
職
、
購
入
車

名
、
年
式
、
購
入
元
及
び
購
入
価
格
に
つ
い
て
は
、
別
表
第
三
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
職
員
が
自
動
車
販
売
会
社
か
ら
公
用
車
を
更
新
し
た
際
の
下
取
り
車
を
購
入
す
る
こ
と
は
、
法
令
に
違
反
す
る
も

の
で
は
な
い
と
考
え
る
が
、
誤
解
を
招
き
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
、
慎
む
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

八
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
社
会
保
険
庁
が
年
金
掛
け
金
財
源
で
購
入
し
た
公
用
車
を
一
〇
五
〇
円
で
下
取
り
に
出
し
て
い
る
」
と
は
、

年
金
保
険
料
を
財
源
に
購
入
し
た
公
用
車
の
更
新
の
際
に
、
下
取
り
価
格
が
千
五
十
円
と
な
っ
た
事
例
を
指
す
も
の
と
考
え

る
が
、
お
尋
ね
の
価
格
で
下
取
り
さ
れ
た
社
会
保
険
庁
の
保
有
す
る
公
用
車
に
つ
い
て
、
現
在
把
握
し
て
い
る
も
の
は
、
別

表
第
四
の
と
お
り
で
あ
る
。

公
用
車
の
下
取
り
価
格
に
つ
い
て
は
、
下
取
り
を
行
っ
た
自
動
車
販
売
会
社
が
査
定
を
行
い
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

個
々
の
公
用
車
の
下
取
り
価
格
に
つ
い
て
は
、
そ
の
使
用
状
況
等
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
か
ら
、
個
別
の
事
例
ご
と
に
判
断
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さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

九
に
つ
い
て

社
会
保
険
庁
が
保
有
す
る
公
用
車
に
は
、
課
長
の
専
用
車
は
な
い
。

ま
た
、
公
用
車
の
使
用
に
当
た
っ
て
は
、
使
用
す
る
職
員
の
年
齢
に
よ
り
制
限
を
設
け
て
お
ら
ず
、
二
十
歳
代
の
職
員
が

使
用
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
使
用
す
る
職
員
の
年
齢
に
よ
り
、
そ
の
妥
当
性
を
判
断
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

十
に
つ
い
て

平
成
十
五
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
率
の
公
表
に
つ
い
て
は
、
文
書
に
よ
る
決
裁
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
そ
の
公

表
に
つ
い
て
意
思
決
定
を
し
た
の
は
、
平
成
十
六
年
七
月
二
十
二
日
で
あ
り
、
厚
生
労
働
省
に
設
置
し
て
い
る
国
民
年
金
特

別
対
策
本
部
が
同
月
二
十
八
日
に
開
催
し
た
会
議
の
終
了
後
に
公
表
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

十
一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
年
金
保
険
料
を
財
源
と
し
て
購
入
し
た
「
職
員
用
全
身
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
」
（
以
下
「
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
」
と
い

う
。
）
は
、
購
入
金
額
の
財
源
の
一
部
が
年
金
保
険
料
と
な
っ
て
い
る
も
の
を
含
め
れ
ば
、
合
計
で
二
百
四
十
二
台
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
購
入
金
額
の
合
計
は
五
千
五
百
二
万
千
円
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
年
金
保
険
料
は
三
千
九
百
六
十
九
万
千
円
が
充
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て
ら
れ
て
い
る
。
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
を
購
入
し
た
の
は
、
社
会
保
険
事
務
所
等
に
勤
務
す
る
職
員
が
端
末
機
器
の
操
作
に
従
事

す
る
時
間
が
長
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
休
憩
時
間
に
疲
労
回
復
を
図
り
、
勤
務
能
率
の
向
上
を
図
る
た
め
で
あ
り
、
そ
の
購
入

に
必
要
な
費
用
に
つ
い
て
も
年
金
事
業
の
事
務
の
執
行
に
必
要
な
費
用
と
考
え
て
い
る
。

今
後
は
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
を
新
た
に
購
入
す
る
予
定
は
な
く
、
ま
た
、
既
に
購
入
し
た
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
の
設
置
場
所
に
つ

い
て
は
、
御
指
摘
の
趣
旨
も
踏
ま
え
、
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

十
二
に
つ
い
て

社
会
保
険
庁
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
高
井
戸
庁
舎
に
は
、
地
階
に
職
員
の
福
利
厚
生
を
目
的
と
し
て
全
職
員
が
利
用
可

能
な
厚
生
室
を
五
室
設
置
し
て
お
り
、
う
ち
一
室
に
は
防
音
壁
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
建
設
費
は
、
年
金
事
業
の
事

務
の
執
行
に
要
す
る
費
用
と
し
て
必
要
な
も
の
と
考
え
、
年
金
保
険
料
が
そ
の
財
源
の
一
部
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
当
該
厚
生
室
の
一
部
に
お
い
て
、
楽
器
、
楽
譜
及
び
譜
面
台
等
を
置
き
、
休
憩
時
間
等
に
お
い
て
職
員
が
利
用
し

て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
職
員
の
福
利
厚
生
の
観
点
か
ら
適
切
に
使
用
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
楽
譜
や

譜
面
台
を
そ
れ
ぞ
れ
五
千
九
百
八
十
五
円
、
八
千
四
百
円
で
購
入
し
て
お
り
、
う
ち
年
金
保
険
料
が
充
て
ら
れ
て
い
る
額
は

そ
れ
ぞ
れ
二
千
九
百
九
十
三
円
、
四
千
二
百
円
で
あ
る
が
、
そ
の
費
用
は
職
員
の
福
利
厚
生
を
図
る
観
点
か
ら
必
要
で
あ
る

一
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と
考
え
、
年
金
事
業
の
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費
用
と
し
て
支
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

十
三
に
つ
い
て

社
会
保
険
庁
社
会
保
険
大
学
校
の
ゴ
ル
フ
練
習
場
は
、
研
修
に
参
加
す
る
職
員
（
以
下
「
研
修
生
」
と
い
う
。
）
の
健
康

の
維
持
及
び
管
理
並
び
に
研
修
生
同
士
の
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
資
す
る
運
動
施
設
の
一
つ
と
し
て
設
置
し
た
が
、

近
年
そ
の
必
要
性
が
相
対
的
に
低
下
し
て
き
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
廃
止
す
る
方
向
で
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
以
外
の
福
利
厚
生
の
た
め
の
施
設
で
、
現
在
、
廃
止
を
検
討
し
て
い
る
も
の
は
な
い
。

な
お
、
お
尋
ね
の
世
間
常
識
と
は
異
な
る
職
員
の
福
利
厚
生
の
た
め
の
施
設
等
に
つ
い
て
は
、
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。

十
四
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
交
際
費
の
返
還
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
四
年
度
に
支
出
し
た
交
際
費
の
う
ち
、
堤
修
三
元
社
会
保
険
庁
長
官
か

ら
県
人
会
の
参
加
費
及
び
退
官
記
念
代
と
し
て
支
出
し
た
七
万
円
に
つ
い
て
、
支
出
の
是
非
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、
「
不
適
切
な
支
出
と
思
わ
れ
る
の
で
自
主
的
に
返
納
し
た
い
」
と
の
申
出
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
向
を
尊

一
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重
し
て
受
け
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
の
交
際
費
に
つ
い
て
は
、
そ
の
趣
旨
に
照
ら
し
、
適
切
で
あ
る
か
ど
う
か
を

個
別
の
事
例
ご
と
に
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

十
五
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
平
成
十
六
年
度
予
算
に
お
け
る
年
金
事
業
の
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
、
職
員
宿
舎
の
建
替
え
及
び

公
用
車
の
更
新
に
係
る
経
費
は
極
力
支
出
し
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
が
、災
害
等
の
不
測
の
事
態
が
生
じ
る
可
能
性
も
あ
り
、

現
時
点
に
お
い
て
支
出
し
な
い
も
の
を
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

十
六
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
平
成
十
六
年
度
予
算
に
お
け
る
年
金
保
険
料
を
財
源
と
す
る
年
金
事
業
の
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費
用
及
び
厚

生
年
金
保
険
法
第
七
十
九
条
等
に
規
定
す
る
被
保
険
者
等
の
福
祉
を
増
進
す
る
た
め
の
施
設
に
要
す
る
費
用
の
合
計
額
は
、

二
千
八
百
六
十
七
億
千
三
百
万
五
千
円
で
あ
る
。
ま
た
、
十
五
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
災
害
等
の
不
測
の
事
態
が
生

じ
る
可
能
性
も
あ
り
、
現
時
点
に
お
い
て
支
出
し
な
い
も
の
を
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
予
算

の
適
正
か
つ
効
率
的
な
執
行
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。
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